	第1回　苑内研修報告書　　　　　　　　　　報告者：村田繭子・吉田幸平

	講義内容：MRSA・食中毒について　　　　　　講師：白川千春・北向るみ子・吉田美佳

	日　　時：平成20年5月22日、23日（2日間）　17：30～18：00

	場　　所：南山苑４Ｆ　苑長室

	内　　容：①MRSAとは

　　　　　②MRSA（治療、感染対策）

　　　　　③食中毒とは

　　　　　④食中毒の種類と分類

　　　　　⑤食中毒の症状、対策

· パワーポイント参照

　　　　参加対象者　　　　79名

　　　　　　　　　当日参加者　　　　53名

　　　　　　　　　当日業務者　　　　9名　

　　　　　　　　※参加率＝当日参加者÷（参加対象者－業務扱い者）＝76％
　　　　　　　　アンケート提出者　　53名（収率100　％）

· アンケート結果
1． 今回の研修内容について

· 分かりやすかった･･･　47名

· 楽しかった･･･　　1名

· 難しかった･･･　　3名

· つまらなかった･･･1名

· 無回答･･･　　　　0名

(重複回答あり)

2． 研修を受けて役立つと感じた内容

· 易感染者とは抗生物質長期投与患者であり、使用したディスポ類は感染性医療廃棄物として処理するという事。

· 感染、食中毒の種類について。

· 手洗いを充分に行わないといけない。

· MRSAの種類と具体的な症状について。

· MRSAは色々な所に感染源があるので常に気をつけなければならない事。

· 食中毒の症状等への対応。

· 常在菌であり、空気感染するので、手洗いが大事だという事。

· 創部感染等、感染にはいくつかの種類がある。

· 拒食された方の下膳を早めにする。（菌が増殖してしまう為）

· 食中毒は夏だけとは限らない。

· 夏場の室内保管は大変危険であるという事。

· 職員の体調管理の重要性。

· 食中毒は冷蔵庫等での低温保存でも死滅はしない。

3． 質問したいこと

· MRSA（＋＋）の方はどのような対策をしているのか？

　　　⇒・傷の感染か咽頭の感染か検査する。

　　　　・他者との接触は極力避ける（隔離する）

　　　　・入浴は最後に行う。

　

４．今後のテーマの希望

· ノロウイルスについてもっと詳しく聞きたい。

· もっと他の感染症（B型肝炎、C型肝炎など）についても知りたい。

５．感想等

· 感染の3原則はとても大事であり、覚えなくてはいけない。

· MRSAについて理解出来ているようでも、実際利用者様が入所された場合、適切な対応がとれるか心配でしたが、今回を期に対応をしっかりと身につけていきたいと思います。

· 改めて手洗いをきちんとやろうと思いました。忙しいとつい簡単に洗ってしまうので、毎回20秒を意識して手洗いしていきたいです。

· 食中毒の対処法が詳しく分かりました。

· 食中毒は梅雨だから流行るわけではない為、常に注意しなければならない。手洗いの徹底は重要だと感じました。

· 過去の苑内で起きた感染症の症例なども知っておく必要があると思いました。

· 利用者様に感染させることのないようにしたいと改めて思いました。

· まず、自分達の健康管理に気を配る事で、食中毒の発生をかなり防げるのだと感じました。

· 食中毒は夏場だけではなく年中起こりうる事が分かりました。

· 感染しない為の手洗いは基本だが20秒も洗わないといけないと効果がないというのには驚き、勉強になりました。

· 手洗いを入念にしていないと思われる為、心掛け実施し、トリゾンラブの携帯も忘れず持ち歩こうと思います。

· 1処置、1手洗いを実施していきたいと思います。

· 私達には異常がないことでも、抵抗力の低い方にとっては死につながる事があるという事を学びました。

· 感染を広めない為には、一人一人が気をつけていないといけないと改めて思いました。今度から1回20秒の手洗いに心掛けていきたいと思います。

· 何度も同じ内容でも、繰り返し学ぶ事が大切だと感じました。

· 感染症が起こらなければそれにこした事はないが、起きてしまった場合にすみやかに対処出来るようになりたいと思います。

· MRSAや食中毒などは身近におこりうる事なので、利用者様に接する際、もう少し手洗いや消毒をする必要があると感じました。

· 菌の繁殖が8～42℃なので、これからの時期だけでなく、どの時期も関係なく気をつけていけないと感じました。

· 一年中食中毒があると意識をし、ホームケアに努めたいと思います。

· きちんと利用者様の状態を把握し、適切なケアをしていき、二次感染を防いでいきたいと思います。

· 感染の種類が分かった事で、今後自分がその方と関わる際は感染に注意していきたいと思います。

· 感染症は職員が媒体となる事があるので、一人一人の意識が大切だと感じました。

· 食中毒に関して色々な種類があるので気をつけていきたいと思います。感染症についても、私達が蔓延させないように手洗いや体調管理に気をつけたいと思います。

６．今回の研修の反省点と今後の対策

　　今回MRSA、食中毒という研修内容で、ほとんどの職員がアンケートにて、手洗いについて書いていました。20秒の手洗いは早いようで、実際行ってみるととても長く感じます。今までの手洗いがどれだけ手短に行っていたか分かり、今後も手洗い、トリゾンラブの携帯は必ず行って欲しいと思います。

今年度より、苑内勉強会の日にちが第3週の木、金曜日に固定化になりました。2日とも業務で参加出来ない職員がいるので、次回よりなるべくどれか1日出れるように、勤務表作成前に依頼する必要があると思いました。
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